














































はじめに

　昭和 45 年に本県母子保健事業推進の反省として,72 市町村の母子保健事業

の実態調査を,健診事業を中心に実施した。その結果,各市町村の状況は,極め

てまちまちであり,行政と地域の具体的活動の間に細かい意志統一の必要を痛

感した。


